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近年、太陽活動に起因する太陽系宇宙環境の変化をリアルタイムに察知する「宇宙天気予報」が注目を集めて

おり、地球を取り巻く電離層やプラズマ圏のプラズマ環境の調査が進められているが、電離層プラズマが地上から

のリモートセンシングなど様々な手法で調査が進む一方で、プラズマ圏は人工衛星による観測が主流で一点観測の

制約からいまだ未知の部分の多いのが現状である。これに対し、地球周辺を伝搬する低周波の電磁波を利用した

パッシブなリモートセンシング法が当グループによって提案されている。この手法は、衛星で観測された波動デー

タを利用して、逆問題を解くことにより波動が伝搬してきた空間の媒質情報(電子密度)を推定するというもので、

従来は、オメガ信号を利用してきたが、現在ではより観測頻度の高い雷起源のホイスラが利用できるように研究が

進められている。同手法をあけぼの衛星の長期間観測データに適用するために、本研究ではあけぼの衛星搭載の広

帯域受信器（WBA)で得たスペクトルデータからホイスラの自動抽出を行ない、その特徴の定量的な把握を自動的に

行う手法について報告する。 

 

観測されたホイスラのスペクトルからホイスラの「分散値」を自動的に算出する手法は、直線検出の Hough 変

換や相関法、テンプレートマッチングを用いる方法など、いくつか提案されているが、本研究では高速かつ安定な

手法を実現するためにテンプレートマッチング法を利用した。また、地上で検出されるホイスラがダクト伝搬であ

るのに対し、衛星観測で得られるホイスラはダクト伝搬とノンダクト伝搬の両方を含む。特にノンダクト伝搬のホ

イスラの特徴量は、いわゆる「分散値」だけでは、完全に表しきれないため、このようなスペクトル形状の特徴に

ついても定量化を試みた。 

 

新たな推定法の手順を以下に示す。 

１）ホイスラの分散値 D をテンプレートマッチングの手法を用いて推定する 

２）データの平滑化を行う 

３）推定を行ったホイスラの中で最大強度を持つ座標を調べる 

４）最大強度の点から高周波方向に走査を行い、ホイスラの強度が最大の座標を求める 

 

現在は誤検出を防ぐため孤立ホイスラに対してのみ処理を行っているものの、同手法により検出した座標群を

ホイスラの曲がり成分とすることで、どのようなスペクトル形状のホイスラも定量的にほぼ表現可能となった。 

 


